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　玲瓏れいろう、明透めいてつ、その文ぶん、その質しつ、名玉山海めいぎよくさんかいを照てらせる君きみよ。溽暑蒸濁じよくしよじようだくの夏なつを背そむきて、冷々然れい〳〵ぜんとして獨ひとり涼すゞしく逝ゆきたまひぬ。倏忽たちまちにして巨星きよせい天てんに在あり。光ひかりを翰林かんりんに曳ひきて永久とこしなへに消きえず。然しかりとは雖いへども、生前せいぜん手てをとりて親したしかりし時ときだに、その容かたちを見みるに飽あかず、その聲こゑを聞きくをたらずとせし、われら、君きみなき今いまを奈何いかんせむ。おもひ秋深あきふかく、露つゆは涙なみだの如ごとし。月つきを見みて、面影おもかげに代かゆべくは、誰たれかまた哀別離苦あいべつりくを言いふものぞ。高たかき靈れいよ、須臾しばらくの間あひだも還かへれ、地ちに。君きみにあこがるゝもの、愛あいらしく賢かしこき遺兒ゐじたちと、温優貞淑をんいうていしゆくなる令夫人れいふじんとのみにあらざるなり。

　辭ことばつたなきを羞はぢつゝ、謹つゝしんで微衷びちうをのぶ。

昭和二年八月

底本：「鏡花全集　第二十八巻」岩波書店

　　　1942（昭和17）年11月30日第1刷発行

　　　1976（昭和51）年2月2日第2刷発行

※題名の下にあった年代の注を、最後に移しました。

入力：高柳典子

校正：門田裕志

2003年8月1日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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